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1. は じ め に

瓦づ くりの伝統が消えようとしている,と 聞いて信 じることが出来るだろうか。私自身

調査で何軒かの製瓦店を訪ね,話を伺 うまでは思いもよらないことであった。フィール ド

とする南山城地方で草屋根の民家は数少なくなり,洋瓦は増加 しつつあるが,な お日本瓦

の民家は多いのである。

瓦づ くりの伝統とは,手づ くりでの瓦製作の技術をいい,瓦が地域の風土や文化と密接

に関りあっていた時代が終わるということである。南山城の相楽郡木津町鹿背山の瓦師浦

田統生氏が「地元の粘土で焼いた瓦で葺 くのが一番ええ」と語った時代である。

京都は遷都後一千年の王城の地であり,大都市である。2000と も言われる多数の寺院が

建ち,瓦屋根の民家が甍をならべ,第二次大戦中の火災もまぬがれた。東山,稲荷山一帯

からは良質の粘上が採れ,古 くから瓦文化の先進地であった。ところが,近年は瓦製造も

機械化が進み,淡路・三河の大産地で瓦を大量生産 し,各地に運ばれるようになった。京

都においても,こ の事情は他とかわらない。京瓦として知 られた東山区今熊野に 1軒 ,伏

見区深草に 2軒,明治になり今熊野の職人がはじめたという右京区樫原に 1軒 ,さ らに今

回調査をした伏見区舞台町の浅田家をあわせ, 5軒を残すのみであるという。いずれも手

づ くりで高度な技術を必要とする鬼瓦を中心とする高級瓦をつ くることで大産地に対抗 し

ている。浅田晶久氏 (昭和23年生)に よると,鬼瓦は家にあわせてつ くるのが本来で,大産

地の鬼瓦は型でつ くり画一的なもの しかつ くれず,京都ではなお古い鬼瓦の伝統が要求さ

れるという。

さて,今回紹介するのは舞台町の浅田製瓦店での瓦づ くりの技法と用具である。すでに

私は鹿背山を中心とした手づ くり瓦の技法と用具について「南山城の瓦づ くり」 (『山城郷

土資料館報』第 4号)で紹介 したが,土地土地で瓦は異なり,両者で用語等にも差違が見

られる。また浅田家では,京都の伝統的な寺院建築の需要にささえられ都市部にありなが

ら浦田家よりより古い技法を伝えている。それは,浅田良治氏 (大正 6年生)の あとを晶久

氏が受けつぎ,伝統的な瓦づ くりの技法を守 りつづけようとしているからである。 2人の

優れた技術者から道具を手にしながら具体的に教えられたのは何より幸であった。加えて
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浅田家から3年前までダルマ窯に使 った用具を中心に51点の製瓦用具の寄贈をうけた。今

回の報告にはまだ未整理で掲載できなかったが,すでに収蔵 している浦田家と相楽郡山城

町上狛の故中津川保一氏寄贈の用具をあわせると,手づ くり瓦の基本的な用具はほぼ揃っ

たことになる。あらためて 3軒の方々には心より感謝 したい。

また,伏見工業高等学校窯業科中村隆教諭からは直接,ま た氏の「だるま窯に関する研

究」を通 じ多 くのことを教えられた。貴重なタタラモ リ,ダルマ窯での焼成の映像や写真

も提供 していただいた。浅田氏に出会うことが出来たのも氏の紹介によるもので,心より

学恩に感謝 したい。

以下,な お不十分な部分も多いが,中間報告としてとりあえずまとめてみた。

2。 浅田家について

浅田家の本家は亀岡市馬路の資産家で,良治氏の父親徳太郎氏が日露戦争から帰 り,現

在地から近い伏見区紙子屋町に分家 し薬製造と瓦製造業をはじめる。明治末頃のことで ,

瓦製造をはじめたのは隣りに太閤時代から瓦製造を続けるといわれる山田家 (屋号瓦吉)が

あったからかもしれないという。現在の舞台町に移ったのは昭和35年で,良治氏の代にな

ってからである。

徳二郎氏は瓦製造をはじめてから,職人の技術を見て憶え,親方として一通 りの仕事が

出来るようになったという。良治氏が父親のあとをついで本格的に瓦をつ くりはじめるの

は31才 になってからで,氏 も見おぼえで京瓦の技術をうけついだ。分家後の徳二郎氏は事

業を少 しずつ大きくしたので,経済的には必ず しも安定はしていなかったらしい。ようや

く安定するのは,大きな台風があり在庫の瓦が売れてからのことだという。瓦屋と台風は

因縁があり,瓦屋は台風を喜こんだ。日頃は瓦に少 しでもキズがあると売れないが,台風

の後は瓦の不足で,キズがあっても飛ぶように売れた。お客の要求に答えるため自宅の瓦

をはがして売 ったという,う そのような話もある。

現在の作業場は,味噌蔵を改造 したもので,各種の木型が所せましと並ぶ様は壮観です

らある。

3.瓦職人の種類

京瓦のうち,伏見区深草は京都では一番古 く,平安時代から続 くと伝えられている。一

方,今熊野は『京都坊目詰下京坤』に,天正14年 (1586)秀 吉の大仏殿建立に際 して瓦工を

置いた所で,後には普通の屋瓦を製造するようになったという。粘上が豊富で隆盛 し,職

人も多 く,大仏瓦,ま た京瓦と呼ばれ名声を博 したという。いずれにせよ,大都市京都を
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浅 田 家 の 作 業 場

ひかえ瓦づ くりがさかんであったことはうたがいをいれない。こうした瓦製造の隆盛は瓦

の種類をふやし,瓦づ くりを分業化に向かわせたのである。

良治氏によると,瓦職人の種類は,カ ワラシ,オ ニイタシ,マ ドシ, ドウグシ,ナ ミシ
,

ツチウチシ,カ マタキにツチヤを加えた八種に及ぶ。カワラシは親方のことで,瓦づ くり

の一通 りの仕事は出来なければならず,屋根葺師を指導する見識が必要とされた。鬼瓦を

つ くるオニイタシ,天窓をつ くるマ ドシの仕事は最高の技術を必要とした。ことにマ ドシ

は失敗がつきものであったという。 ドウグシは,ヤ クモン,ケ ラバなどの道具瓦と,地瓦

の ミガキモンだけを専門につ くった。ナミシは簡単な磨瓦や,道具瓦でも磨のかからない

並唐草などをつ くる。ツチウチシは瓦の粘土の下ごしらえをする人で,カ マタキはダルマ

窯を焚 く専門職人である。ツチヤはツチ トリを専門とし,一年程放置してすぐ使える粘土

を瓦屋に供給 した。

むかしの瓦職人の仕事着は, コンパ ッチで,仕事中は筒袖のハ ンテンを着用 し,覆物は

もっぱらゾウリであった。カワラシは格式を重ん じ,外出するときは自足袋に羽織を着る。

なお,瓦職人は大工と同じように聖徳太子を祀 り,樫原では毎月の22日 が太子講であった。

伝承では瓦製造の技術は聖徳太子が伝えたといい,それで太子を祀るのだという。

4.京瓦のツチ

京瓦に使うツチは居住地の近 くに求めた。つまり,ッ チのとれる所に窯が築かれたこと

になる。今熊野のッチはなかで最も上等で,耐火度も高 く,粘 りがあり,オ ンッチで焼き

あがると表面が黒光りする。深草,樫原のツチはヒメハダの美 しいツチでやわらかく,メ
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ンツチで焼きあがると自光りする。その他,向 日市物集女,伏見区小栗栖,地蔵山のッチ

も使った。

ところが,京都周辺のッチ採り場は宅地造成で採れなくなり,亀岡市や多治見から運ぶ

ようになり,ツ チ代より運送代が高 くつ くようになった。粘土採取地を失なったことが ,

京瓦の衰退に拍車を掛けたといえよう。

地元でッチを採っていたころは,ブ チキリ(鍬)で粘土層から削り,フ ゴで運び一カ所に

山のようにツチを積んでいたが,現在の土取りはユンボで行なっている。その結果良質の

粘土層だけからッチを採ることができなくなり,ツ チが悪 くなって必然的に上質瓦をつ く

ることがむつか しくなった。

最上級のホンウス瓦のッチは,棚積 したッチを石臼で掲き,節で砂気を採り,フ ロで水

にひたし,上澄みの細かい粘土だけをとり,乾燥させてから使うという念の入れ方であっ

た。ホンウス瓦ほど上等でなくとも,ツ チにまざる石は瓦のひび割れの原因になる。タタ

ラトリや ミガキの途中でも石が混 らないよう注意をはらい,石を見つけるとそのつど取り

除いた。

良治氏によると石には生石と死石があり,こ とに生石ははぜて割れる原因となった。生

石は道路や川原に落ちている石で,死石は花商岩の風化 した砂をいうという。

山でッチを棚積にすることをクサラスという。クサラスことでツチのクセがなくなると

いう。ッチは三種類以上混ぜるとよいというが,こ れもッチを混ぜあわせることでッチの

クセを弱めたのである。山に積んでおけば,冬場は凍て,夏場は乾燥 してツチが粉々にな

る。そこに雨が降ればツチに混る不純物も腐 って流れさった。ツチのクセが悪いと乾燥の

途中でひびが入ったり,道具瓦のッケモノが取れやすいという。

5.京瓦の種類

京瓦の種類は実に多様である。形の種類や大小,さ らには磨きの度あいによっても名称

が異なる。

最も一般的な地瓦 (棧瓦)は ,一坪に葺 く瓦の枚数によって,100080064056版 があり,

100080064版 を総称 して小並とも呼ぶ。小並は値段が同一という約束になっている。平

瓦では大形の64版を大江戸,80版を小江戸と呼んだ。

磨きでは,丁寧に磨 くにつれて,ナ ミからダンダンミガキ,ホ ンミガキ,両面 ミガキと

呼び方が変わってゆく。

こうした瓦のバ リエーションは一般人の想像を越えるものがあり,古都京都の多様な生

活様式のありかたが伺えるのである。もっとも,近年は施主側にもその真価を測る見識は
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失なわれ,大量生産の瓦が無批判に使われる傾向があり,こ れも京瓦衰退の大きな原因と

なっている。

6.製作技術と用具

ここでは瓦づ くりの基本となる地瓦の製作について,浅 田家での聞きとりにより報告 し

たい。なお,作業写真については中村隆氏から提供をうけた。

地瓦の製作工程は大きく3つ にわけて考えることができる。ツチと水とをあわせて練り,

タタラに盛るまでの土練作業,タ タラから切り取ったアラジを整形 してシラジにするまで

の整形作業,ダルマ窯での焼成作業である。作業はそれぞれ,ツ チウチシ,シタシ,カ マ

タキが分担 して行 う。これは南山城の場合と同じである。

ミズアワセ ツチウチシの最初の仕事はッチバからハコにマ ドグワを使ってッチを入れ

水をかけ素足で押えるようにツチと水をなじませることで,こ れを ミズアワセ(ハ コツメ)

という。ハコ1回分のッチの量は,その日タタラに盛る量で,イ チニン(一人役)と きまっ

ている。

瓦職人は日の出から日の暮まで働 く。 ミズアワセはッチウチの最初の仕事だが実際の始

まりは前日の最後の仕事からとなる。一晩ツチと水をハコのなかに入れて, ウマス (な じ

ます)か らである。この作業は約 2時間でおわる。

マルメ 翌朝, ミズアワセしたツチをマ ドグリで 2分 ぐらいの厚さに削り,丸 く積みあ

げる。これをマルメという。削り鍬にはマ ドグワとヒラグワを使い,最初荒削するときに

はマ ドグワ,次第に薄 くなるにつれヒラグワと使いわける。鍬先は共に鉄で,形も両者共

に方形で似るが,マ ドグワよリヒラグワは先が長 く,ま たマ ドグワには 3カ 所窓穴があい

ている。ツチを削るときは鍬先に粘土が付着 しないよう七輪で鍬先を温める。10回 ぐらい

削り冷えると次々にとりかえるので,同種の鍬が304本 は必要となる。

直径4,5尺 ,高さ 2尺程の裁頭円錘形にツチを盛 り,再び削っては足でツチを押え空気

を抜きながら同じように積み重ねてゆく。 マルメのときツチが軟 らかいとフリコ (粘土細

粒)を混ぜ調整する。ただし夏場は乾燥を考慮 し少 しやわらか目にする。また,磨 き瓦の

場合はマルメを 1回増 し, 4回繰り返 しよく練る。

ヒラウチ マルメから,高さ 1尺の長方形に足で踏み込みながら積むことをヒラウチと

いう。長方形に積んだッチを 7寸～ 1尺の間隔に足で踏んで谷をつ くり,高 くなった部分

をブチキリで方形に切り取る。この一尺角ほどのッチの塊をクレという。切 り取ったツチ

を表裏が反対になるよう180度回転させ,タ タラに盛りあげてゆく。磨きの場合はもう一

度裏側から踏み込む。これをウラウチという。ヒラウチまでで昼になる。
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タタラモ リ,オ オビキを設置するところ

土練作業は重労働で,

朝 0間食・昼・間食・

夜とッチウチシは 5回

食事をとり, 1日 で 1

升の自米を食べること

から,「 ツチ フ ミの一

升飯」で通っていた。

ツチウチシが働 くツ

チバは,ゾ ウリなど履

物をはいて入るとしか

られた。覆物と一緒に

石が運ばれてくるから

である。石は瓦の大敵である。

タタラモリ タタラモ リを行なうフナバも,床に凹凸がないよう気を配る。少 しでも凹

凸が出来ると夕方凹部に土を入れて水を打ち,翌朝専用の木槌で叩いて天端ならしを行な

う。夏には乾燥 しすぎてひびが入 らないよう,あ らかじめ水を打つなど注意をおこたらな

い。ただ,タ タラモ リ直前の打水はツチが付着するからといましめられた。

まず,フ ナバにオオビキとコビキを設置する。目的とする瓦の大きさに合せてフナバに

穴があけてあり,オ オビキを留める金棒を 2本差 し込めるようになっている。64版の地瓦

なら幅を 1尺 1寸 5分にあわせる。オオビキの一方はゴウギ(整形台の台)な どを使い固定
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する。タタラの幅と

なるオオビキの設置

がおわると,長さと

なるコビキの設置を

おこなう。

アラジ 1枚分の長

さを lヶ ンと呼ぶ。

1ケ ン各に印のつい

たケンザォを使い 6

ケン分の長さをはか

り,両端でさらに 1

寸 5分程余分を見て

コビキの位置をきめ       オオビキを設置したあと,ツ チを置いてゆく

る。浅田家の作業場は瓦の作業場としてつ くられたものではなくフナバは狭いので 6ケ ン

しかとれないが,普通は 8ケ ン(8枚分)の長さをとる。

ォォビキ, コビキの設置がすみ,ク レを盛る前に,オ オビキの針金がぶれないよう足先

で押えながら等間隔に針金の上に粘土をもって固定する。

クレ(約 10貫)は ムシロの上でおむすび状に形をととのえる。これをムシロゥチという。

ヒラウチでツチを積み重ねたとき,ツ チに層が出来,ッ チの重なりの部分に亀裂が入りや

すい。ムシロウチの場合も層の断面を上に向けないようにし,表面に亀裂が入 らないよう

注意する。クレの置き方は人

により異なるが,端から順に

間隔をあけずに並べ, 2段 目

はその谷間に並べてゆくのが

一般的である。ツチの踏み込

みは,足裏全体に体重をかけ

外にひねり出すようにする。

片足で体をささえると踏み込

む足に十分力が入 らないので ,

高 くなると棒を杖にする。浅

田家では,天丼に棒をわたし,

その棒につかまりながら踏み
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込むという特有の

方法をとっている。

l段は 6～ 7寸

で, 2, 3段 でフ

ミオロシをする。

タタラの側面の余

分なッチを足で真

直踏み下ろすこと

で,幅の調整と端

のッチをひきじめ

るためで,こ のと

きカザアナ(気泡)

タタラモリ張梁に渡した棒にぶらさがりながらクレを積みあげてゆく    をつくらないよう

に気を配った。

タタラの高さは瓦50枚分の厚

さときまっている。高 く盛 りす

ぎると上のッチの重さでタタラ

が下膨れとなり,亀裂が入る。

亀裂のことをサバといい,亀裂

の入ることをサバイクといった。

地瓦の64版では厚さが 5分 8厘

で,そ の50枚分に床± 2寸 ,上

に 1～ 2寸の余裕をもたせると

全体で 3尺 2, 3寸 の高さにな

る。タタラの高さは腰の高さが

限度だといわれている。

タタラが盛 りあがると,手で

形をととのえ, コビキを垂直に

引き上げて短辺を切る。これは

目分量だが,オ オビキは定規を

あてる。まず,サゲフリをォォ

ビキの真上におろし,印をつけ

／
で

∩
∠

Ｆ
Ｄ

フリサゲで定規の垂直を測る
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る。タタラの両端の印にあわせて定規をあて,棒で叩き固

定する。この棒には一ケンの印がついていて,こ の印にあ

わせて向い側にも定規を固定する。さらに定規が動かない

よう定規の上を粘土でおさえる。オオビキと定規にあわせ

て,縦に別の定規をあて,ォ ォビキを上にあげて長辺を切

ってゆく。切 り回は手でなでてしめる。

タタラの四周を規格通りに切りおわると,ケ ンザオで六

ケンの区画をとる。その印にあわせてサゲフリをおろし,

セミで垂線をひく。次に鋸歯状に歯のついたメッヶをあて

印をつける。ここまでがッチウチシの仕事で,タ タラモ リ

には 3～ 4時間かかる。メツケまでツチウチシが行なうの

は,ッ チウチシの 1日 の仕事量はアラジの枚数ではかり, 定規と叩き棒を兼ねる。

イチニンの枚数は定まっていたからである。   li:]:IR、「び名はなくただ棒
浅田家にのこる明治39年 5月 改正の大佛竃元組合中の申

しあわせで,「土打之部」に並±56版 (厚 さ6分 5厘 )で250枚 ,並±64版 (厚 さ5分 8厘)で

424枚 ,並土小並 (厚 さ5分)が540枚 となっている。イチニンを枚数ではかるのは次のシタ

シも同じである。 並より磨きは手間がかかる分だけ手間賃も高 く, 並の1.5倍 となってい

る。

タタラトリ タタラトリ(ア ラジトリ)か らはシタシの仕事となる。アラジは瓦一枚分の

もとになる粘土板である。タタラトリで瓦 1枚分の厚さを測るのには 2つ の方法がある。

タタラモリの用具,最前列コビキ,中列中央定規・左端鉄棒,後列左メツケ・右定規,等
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セミとコマを使

う2通 りである。

メッケの印にあ

わせてセミを刺

し,そ の上に定

規をあてコビキ

で両側から後ず

さりしながら切

る方法と,コ マ

(ア ラジ 1枚分

の厚さの木片)

を積み重ねた上

に定規を置き,

コビキで切るた

びに一枚ずつコ

マを取り下げて

ゆく方法である。

浅田家ではコマ

を使う。セミだ

と定規の重さで

セミが下がり,

くるいやすいか

らで,こ とに新

米だとコビキに

力が入ってぶれ

やすかった。た

だ,コ マはくる

タタラトリ,こ こではセミを使い定規を固定している        ぃは少ないが ,

高 く積むと崩れる可能性が高い。そこでコマの台を工夫 した。コマの台はコマ大の大さの

角柱に釘を 2本打ち込んだもので,釘をツチに刺 し込んで固定する。コマの台は使う高さ

によって長短 4種類ある。コマは紛失 しないよう木箱に入れてあり, 1箱 に120個程入る。

20段 (20枚の厚さ)程切 り下がると定規をあてタタラを縦に切る。途中でアラジトリする
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のは下まで切 り下がってからだとッチ

の自重でツチ同志が付着 しアラジがと

れなくなるためである。

アラジを手で取る前に,あ らかじめ

フリコをふりかけてからアラガタに移

す。アラガタに移すときはフリコのか

かった表面を下にして,ア ラガタにア

ラジが付着 しないようにする。アラジ

を 4枚アラガタに重ねてとり,ツ チバ

に立て陰干 しする。四枚以上だと形が          アラジドリ

くるい,偶数にするのはあとで外に干すとき互にもたせかけるためである。アラジは片手

ではぐり,他方の手を下に差 し入れ,両手の掌ではさむようにしてアラガタに移 し,ナ デ

イタで 1枚 ごとになでておく。

夏場なら1, 2日 ,冬場は 3, 4日 ツチバで千 したあと外で千す。朝出して,昼 に表裏

かえ して,夕方 とり入れる。冬場は凍てるので朝は遅 く9時,夕方は早 く3時までには入

れるので 2日 間干す。そのあとコモで囲って一週間程うます。このとき乾きすぎるようだ

と水等で水をかける。

ジガワラキリ アラジを瓦の形に整える作業である。木型にのせたアラジをタタキイタ

で叩き,オ オガマで切る。タタキイタで凹部は 1, 2回 ,凸部はその倍程叩 く。凸部は瓦

を葺 くとき重なりあう部分で,重なりがよいよう多 く叩いて薄くした。

オオガマは木型の下からあてがい,手前に型にあわせて四周を切る。棧瓦の隅の切れ込

みはオオガマの背の部分

で押すようにして切る。

オオガマの背は直線で刃

がつ く。切り終わるとタ

タキイタで四周をととの

え,オ オガマの背を水鉢

につけ,そ の水をアラジ

にふりかけてから,オ オ

ガマの背の部分でカマナ

デし,そのあとナデイタ

でなで,水にしめらせた
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シキガワ(鹿皮)で四周をなで整える。このあと,焼成時の瓦の反 りを矯正するためにあら

かじめタメシ(反 り)をつけ,ナ ミ瓦は次に外での乾燥に移る。

磨きには,ダ ンダン磨,本磨,両面磨がある。ナミ瓦を再び重ねあわせてたてかけ一日

おいたあと磨きにかかる。ダンダン磨はタタキイタで叩いたあとコテ磨き,本磨きはコテ

とヘラで表面だけでなく四周を磨きあげる。両面磨は,さ らに裏面もコテ磨きした瓦であ

る。ただ,磨 きの差はツチウチの段階でも差があり,磨 きはマルメを 1回多 くし,ヒ ラウ

チもウラウチを行なう。両面磨となるとヒラウチはウラウチをさらにもう一度繰 りかえす

念の入れようである。

乾燥させるときには,地面に直接置いて干 し,形がくるわない程度に乾燥 したらタテカ

ケに干す。夏だと下で 1, 2日 ,タ テカケ 1日 ,冬場は下で 3, 4日 ,タ テカケで 2日 と

いうのが目安になる。夏は直接日光にあたるとひび割れの原因になるので稲藁を上にかけ

た。 ミガキの少ないものほど日光にあたると割れやすかった。:干 しあがったものがシラジ

で, 1窯分まとまると焼成に移った。

さて,焼成の前に,シタシの使う道具についてふれておきたい。

アラジ型,切 り型,磨き型,裏磨き型のうち,磨 き用の型は四周が磨きやすいよう切り

型より小さ目につ くるが,切 り型で兼用することが多い。また,同 じ地瓦でも軒瓦の型は

谷の部分が浅 くなっている。軒瓦は横に倒 して焼 くため,曲がりやすいからで 1分～ 1分

5厘 ほど浅 くつ くる。木型をつ くるカタヤは東山に「型徳」というのがあり,太秦にも10

年程前まで篠原という店があり,そ こが最後のカタヤとなった。型の材料は尾州 ヒノキが

かたくてくるいが少なくよく使われた。ただ木型の四周には,オ オガマのすべりがよいよ

うに桐材を使 った。

ナデイタやタタキィタは瓦の大きさにあわせたものをつ くった。ナデイタは64版で長さ

が 5～ 6寸 といった具合で,厚 さ2, 3分のヒノキ板を使う。杉などは軟 らかすぎて石が

あたるといたみやすかった。ナデイタは角がたっていないと磨けないので,度々カンナが

けをした。ナデイタを削るカンナの刃の中央部だけ片減りする程である。

タタキイタの長さも瓦にあわせる。 1尺の64版では,タ タキイタの先の部分が 1尺 2寸 ,

1尺 2寸の56版だと尺 3寸 5分 ぐらいにした。材 もナミの段階ではヒノキで, ミガキ前の

仕上段階では桜材の薄いタタキイタを使う。タタキイタは普通片面が平坦で瓦の凸部を叩

くヒラウチ用,も う一方は丸 く突出し瓦の凹部を叩 くタニウチ用となっている。タタキイ

タは自分にあったものを自分でつ くることもあるが,カ タヤが木型のなおしに来たときつ

くらせることもあった。

ヘラやコテは専門のヘラヤが取り扱っていた。昭和10年頃までは「 ヘラ京」,近年まで
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「義清」というヘラヤが東山にあった。ことに「ヘラ京」は品質 もよく有名であった。京

都以外では,30年程前まで伊勢から売 りに来ていた。 伊勢ベラは「 (久)」
を商標としてい

て京ヘラが高かったこともあり,よ く使われた。

ダルマ窯 浅田家でも,今はガス窯を使うが, 3年前まではダルマ窯を使い薪で瓦を焼

いていた。このダルマ窯は15年前に,良治氏と晶久氏の 2人で 1カ 月かけて作ったもので

ある。使用 した材料は,瓦1650枚,耐火 レンガ500個 ,荒± 2ト ントラック20台 ,ス サ(稲

藁)多量と膨大な量にのぼる。加えて,それまであったダルマ窯の焼け土を残 らず使った。

焼け土は火に強いからで, くだいて荒土に混ぜて使ったのである。

「ダルマ窯は200窯」と言う。200回の焼成に耐えるということをあらわしている。それ

以上になると窯にひびが入 り,密封 しても空気が入って,いぶ し銀が自く変色 してしまう

という。浅田家では年間20窯 は焚いたというからすでに限界はすぎていたことになる。

また,直接火のあたるところだけに耐火 レンガを使い,あ とは瓦を使った。瓦を使うと

窯の温度がさがりやすいからで,耐火 レンガだけだと3日 たってもあつ くて瓦を取り出せ

ない程だという。

浅田家のダルマ窯は64版地瓦で650枚積みであるが,他家のに比べ焼成室の上方をひろ

くしてあった。大きな天窓用の瓦を上方に並べ焼 くからである。そのため,ダルマ窯の上

方が開いて崩れないよう鉄筋を入れ補強 した。こうした工夫は燃焼室から焼成室に通 じる

火の通路にも見 られ,火が上がってくる谷の幅を中央より端に行 くにしたがって広 く,焼

成室の温度がどこでも一定になるよう配慮 した。ダルマ窯は本来カマタキが,自 分で焚き

やすいよう工夫 しながら築いたのである。

焼成 焼成につい

ては,浅田家のダル

マ窯での焼成を記録

した中村隆氏の「だ

るま窯 に関す る研

究」によって見てゆ

きたい。

浅田家のダルマ窯

は地瓦を 4段 5列 に

積み,下から「地」

「腰」「三段目」「四段 左がツツミ,右がサエグサ
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目」と呼びわける。このうち,

よく焼けるのは「地」と「腰」

の部分で,上方,こ とに瓦を

出入れする戸口や窓戸口付近

は不良品が多い。そうしたと

ころには淡路からシラジを買

ってきて焼く程である。 5列

に並ぶ中央の列を「 ドシン」

と呼び端に行 くにつれ「シン」

「ハダ」と呼ぶ。窯詰めはまず

「ハダ」から中央に順に並べ
,

「地」の段が並び終わると順次

上段へと移ってゆく。

窯積めの用具としては,「 サ

エグサ」「ツツミ」「チキリ」

がある。サエグサは上下の瓦

が付着 しないように, シラジ

の下敷にする瓦製の棒である。

ツツミとチキリは並べたシラ
黒 積 み の 様 子

ジどうしが互いに付着 しない

よう間につめる用具で,鼓状のッッミは曲面と曲面が向いあうとき,チ キリは同方向に並

べたとき間にそれぞれ 2個ずつ入れる。

なお,道具瓦は,屋根にのったとき最も目につきやすいから最も焼成条件のよい場所に

並べる。いぶ し瓦特有の深みのあるいぶ し銀を出すには「腰」の燃焼室に近い,火前部分

がよいといわれる。

窯積みが終わると,戸口と窓戸回の一部を煙出し穴に残 し,ど ろ止めする。どろ止めの

上に前回使ったどろ止めの上を混ぜるのは,ダルマ窯をつ くるときに古土を混ぜるのと同

じ理由であろう。

いよいよ焼成であるが,大きく5つ に区分できる。「 あぶり」「本焚」「谷うち」「流 し」

「込み」である。

あぶりの準備として,燃焼室に前回のこった消炭を敷き,焚木 7本を燃焼室が一杯にな

るほどつめる。着火後焚口に瓦を立て空気穴を小さくするのは,あぶりはゆっくり温度を
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あ ぶ り の 様 子

5θ I

込みで松割木を入れるところ
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焚口を鍬であけるところ

5θ2

戸国からカナマタで瓦を取 り出すところ
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あげなければならないからである。あぶりは約 9時間焚き,300°C～360° Cま で温度は徐

々にあがってゆく。

本焚には,焚木を片方40東 ,計80東使う。本焚に使う焚木は 2週間以上乾燥させたもの

で 2東重ねて燃やす。焚木を入れる速度は,内が高温になるほどはや くなる。煙道を少 し

ずつ広げ,焚木の燃焼をたすける。10東 目からは,焚木を両側から斜に入れ,窯全体に炎

が行きわたるようにする。20東 目を入れてしばらくしてから「谷打ち」をする。谷打ちは,

燃焼室の両端に焚木を投げいれることで,炎の交流をはかるものである。このとき,焼成

室の温度は740～750度の高温になっている。

次は「流 し」で,一時期焚木を入れるのをやめ,窯内部の熱を上部へ移動させて内部の

温度を均―にする。 1回 目の流 しのあと燃焼室の炭火を両端によせ,炭の谷打ちを行なう。

4回流 しを繰 り返 し,その間煙道を狭 くして,熱の放散を防ぐ。40東が焚き終わると次に

松割木を投入する。松割木は温度を持続させるのによいからである。ここまでで,焼成は

終わる。本焚をはじめて約15時間経過 している。

「込み」は,両側から同時に10東ずつ松割木を入れ,す ぐ焚口を密閉する。続いて煙道

を上で塞ぎ「ふかし穴」だけのこす。このとき窯にひび割れがあれば上で止めておく。放

置しておくと窯が冷えいぶ し銀が自く変色する。次でふかし穴 も塞ぎ密閉する。あとは窯

開けをまつばかりである。

密閉から3日 後の朝窯開けである。焚口をひらき水をかけ,ま ず炭出しをする。炭をエ

ブリで出すときの音が金属音であれば,焼き上がりもよい。次に戸口,窓戸口を開け熱気

を抜いてから瓦を出す。近 くのものはゾウリを 2つ折 りにしてつかみ出し,遠 くのものは

カナマタを使う。窯出しされた瓦は検査 し,荷作 りされるのである。 1窯 で約 1割の不良

品が出るという。

以上が,浅国家が手づ くりで瓦をつ くり,ダルマ窯で焼いていた当時のあらましである。

なお,ガス窯にかわってからは,高温になるため,瓦の縮小率が大きくなり,木型もむか

しのにハギ(桐板)を とりつけ大きく改良 した。ダルマ窯で焼 くときはアラジで 6分の縮小

を見るが,ガス窯では 1割 1分見ておかなければならないという。

7.絵画資料に見る瓦づくり

職人の技術は,話を聞いただけではなかなか要領を得ない。まず,全体の作業をながめ

一通 り見終わってからか,あ るいは基本的な知識を文献によって得てから聞くというのが

最低限必要な手順である。 しかし手づ くり瓦については作業日程が長 く,部分的には続い

ていても多 くは機械にかわっているだけに,観察によって知識を得ることはむつかしく,
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『日本山海名物図会』大坂瓦屋町瓦師の項

瓦づ くりの文献も無きに等 しい。 したがって,私の思いちがいなどによる記述のあやまり

を最もおそれた。製瓦用具を断片まで収集 し,整理 したのは,用具を話の糸口にして少 し

でも技術工程を詳細に聞き出し,あ いまいな部分をなくそうとしたからである。こうして

少 しずつ頭のなかにイメージが出来あがってきた段階で,絵画資料の検討をするとイメー

ジはさらに具体的なものとなり,確実性が増すように思える。次にこうした検討によって

あきらかとなった資料性の高い 2つの優れた絵画資料を見てゆきたい。

宝暦 4年 (1754)刊 の『 日本山海名物図会』の著者 平瀬徹斎は,物産家 (経済・地理学者

に準ず)で ,日 本各地の気候 0風土のなかからうまれた物産やその製法を詳 しく紹介 した。

その巻之 3「大坂瓦町瓦部 (大阪市東区瓦町)」 の項には次の解説がある。

大坂東高津 (大阪市天王寺区)。 西高津の地フ青土にて性よし。瓦にやきて色うつ くし

くつよし。古へ,仁徳天皇の旧都にて ,

高きやにのほりて見ればけぶりたつ民のかまどは賑はひにけり

とよませたまふ古跡にて,今 も瓦やの煙たえず賑はじ。聖徳太子天王寺建立の時も,こ

の地の土をとらせて瓦となさじめたまふとなり。この所の瓦,日 本最上にて,諸国の城
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『江戸名所図会』瓦師の挿絵。(京都府立総合資料館蔵)

館にも皆この瓦を用

ひらる。

この挿絵は,右方に

丸平瓦の素地づ くりを

示 し,タ タキイタで素

地を叩きじめ,ヘ ラで

磨 く様子が描かれてい

る。左方はダルマ窯の

戸回の前に立ち瓦を出

入れしている。挿絵を

描いた長谷川光信は,

絵の面白さよりも,写           
『江 戸 名 所 図 会』 ①

実性を追求 しており,作者の意図は人物や用具の簡潔な表現によくあらわれている。

瓦づ くりの絵画資料で最もす ぐれたものに,天保 7年 (1836)刊 の『江戸名所図会』があ

る。中之郷 (東京都墨田区本所)辺に多かった瓦師の作業風景を俯腋 した場面は,多種の用

具が正確で,職人の表情もいきいきと描かれていて,筆致に自信があふれている。挿絵は
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『江 戸 名 所 図 会』 ② 『江 戸 名 所 図 会』 ③

長谷川雪旦で,名所図会中の自眉とされるが,それは実地検証にもとづ く絵師の姿勢が高

い評価を得させたといえる。以下,作業工程順に部分的に見ていく。

① 左下で鍬を手に禅一つで働 くのはッチウチシで,ツ チウチ作業がいかに重労働であ

るか一目瞭然である。桶のなかには鍬の予備が入っているのであろう。

② 中央やや上方にタタラが盛ってあり,すでにコ

ビキで 1枚毎に切り分けられている。下まで一度に切

り下ろすことはなく,こ れは絵師の思いちがいであろ

う。タタラのす ぐ背後をアラジを手に持ち運ぶのはシ

タシで,ア ラジを相当の厚さで重ね持っている。一度

に荒型にのせて運ぶ量は限 られていて,少 々多すぎる

ように思える。

③ 左方,中程で煙管を くわえる人物の木型の下に

粘土の断片が落ちている。ここでアラジの周囲を木型

にあわせて切っているのであろう。オオガマは見 られ

ず,ヘ ラ状のものを手 にして いる。左下の小さな桶

は,オ オガマやシキガワなどを濡 らす水鉢で,京都で

はみな瓦を焼いてつ くる。背後の細長い箱は道具箱で

あろう。木型は今も浅田家で使っているのと同じであ

5θ 6

『江戸名所図会』④



京瓦の技法と用具

る。背後の棚の上に乗

るのはタタラに使う定

規類であろう。

④ 中央に立ち,磨

き台の上でヘラを使い

瓦を磨いている。浅田

家でも磨きは立って作

業台の上で行なう。そ

の背後に座 っている人

物は③の人物と同じ作

業をしている。             
『江 戸 名 所 図 会』 ⑤

⑤ 中央で二人並んで座 している人々には,軒丸瓦等の道具瓦をつ くる,道具師であろ

つ。

⑥ 屋外では左端にタテカケがあり, シラジを干 している。そのす ぐ右側には,瓦を互

にもたせかけあって干 している。葺賓は瓦に直射日光があたらなくするためのものであろ

つ。

⑦ 人物を置いて右側は,桶 の上に招鉢状のものが置いてあるが,意味不明。

③ 中央下の人物は,ダルマ窯からのぼる煙を見て焼き具合をはかっているところで,

左右の松はいぶしのために用意された「込み」のための燃料であろう。前には戸口等を塞

ぐどろ止め用の上が用意されている。

以上詳細に見てゆくと,技法や用具に若干不自然な点も見られるが,工程を追って丹念

に描かれ学術的な面で資料価値も高く一枚の絵としても完成度の高いものとなっている。

1人 1人の表情からは,そ れぞれ仕事内容の差によって異なる職人の姿勢の違いすら知る

『江 戸 名 所 図 会』 ⑥
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ことが出来るのである。

8.ま とめにかえて

瓦の調査については当初から門外漢

であるという意識が私にはあった。 し

か し,わずかな調査の経験からですら

「瓦」をめぐる問題がいかに重要な文

化的要素を含むものであるかを痛感 し,

とりあえず技術的な側面だけでもと思

い調査をつづけてきた。それがこれま

で調査で迷惑をかけてきた方々への恩

にむくいることになるとも思ったから

である。もっとも,知れば知るほど,

残された課題は多 くなり,専門的な知       
『江 戸 名 所 図 会』 ⑦

識も要求されてくるのは瓦に限らず研究の常である。前途について正直に言えば重荷にな

りはじめているといったところが近いかもしれない。 しか し,瓦をとりまく現状は,最初

に述べたようにきびしいものがあり,加えて京都という恵まれたフィール ドに身をおく者

としての責任 も感 じている。

私自身は出来る範囲内において今後も調査を続けたいと思っているが,今後各方面の識

者による調査が行なわれることを願い,こ の報告のまとめにかえたい。

(印 南敏秀 =京都府立山城郷土資料館技師)

53θ

『江 戸 名 所 図 会』 ③




